


































A德始生甲、大 始生子、 始生水 子。故曰、「 德始于甲子（一行）」。
B 德之歳徙也、必以日至之後七日之子午卯酉。德之徙也、子若午（二行）。 之徙也、卯
若【酉】。 德之行也、歳徙所不勝而 不入宮中、居四隅（三行）。甲子之舍始東南以馮行、







































































































































































































































































甲子 東（木） 東（木） 一年目
乙丑 西（金） 西（金） 二年目
丙寅 南（火） 南（火） 三年目
丁卯 北（水） 北（水） 四年目
戊辰 中（土） 東（木） 五年目
己巳 東（木） 西（金） 六年目
庚午 西（金） 南（火） 七年目
辛未 南（火） 北（水） 八年目
壬申 北（水） 東（木） 九年目
癸酉 中（土） 西（金） 一〇年目
甲戌 東（木） 南（火） 一一年目
乙亥 西（金） 北（水） 一二年目
丙子 南（火） 東（木） 一三年目
丁丑 北（水） 西（金） 一四年目
戊寅 中（土） 南（火） 一五年目
己卯 東（木） 北（水） 一六年目
庚辰 西（金） 東（木） 一七年目
辛巳 南（火） 西（金） 一八年目
壬午 北（水） 南（火） 一九年目
癸未 中（土） 北（水） 二〇年目
甲申 東（木） 東（木） 二一年目
乙酉 西（金） 西（金） 二二年目
丙戌 南（火） 南（火） 二三年目
丁亥 北（水） 北（水） 二四年目
戊子 中（土） 東（木） 二五年目






壬戌 太陰　戌 徳　水 刑　火 壬戌 太陰　戌 徳　水 刑　火
甲子 太陰　子 徳　木 刑　木 甲子 太陰　子 徳　木 刑　水
乙丑 太陰　丑 徳　金 刑　金 乙丑 太陰　丑 徳　金 刑　木
秦始皇元の年が乙卯（図一の場合）
壬戌 太陰　戌 徳　水 刑　火
癸亥 太陰　亥 徳　土 刑　水
甲子 太陰　子 徳　木 刑　木
表二　乙篇Ｃの刑徳の運行
徳 刑 運行年
甲子 東（木） 北（水） 一年目
乙丑 西（金） 東（木） 二年目
丙寅 南（火） 西（金） 三年目
丁卯 北（水） 南（火） 四年目
戊辰 中（土） 北（水） 五年目
己巳 東（木） 東（木） 六年目
庚午 西（金） 西（金） 七年目
辛未 南（火） 南（火） 八年目
壬申 北（水） 北（水） 九年目
癸酉 中（土） 東（木） 一〇年目
甲戌 東（木） 西（金） 一一年目
乙亥 西（金） 南（火） 一二年目
丙子 南（火） 北（水） 一三年目
丁丑 北（水） 東（木） 一四年目
戊寅 中（土） 西（金） 一五年目
己卯 東（木） 南（火） 一六年目
庚辰 西（金） 北（水） 一七年目
辛巳 南（火） 東（木） 一八年目
壬午 北（水） 西（金） 一九年目
癸未 中（土） 南（火） 二〇年目
甲申 東（木） 北（水） 二一年目
乙酉 西（金） 東（木） 二二年目
丙戌 南（火） 西（金） 二三年目
丁亥 北（水） 南（火） 二四年目
戊子 中（土） 北（水） 二五年目
己丑 東（木） 東（木） 二六年目
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表四　乙篇Bの部分の刑・徳の運行（六〇年間）
徳 刑 運行年 原文の年
甲子 東（木） 南（火） 一年目
乙丑 西（金） 北（水） 二年目
丙寅 南（火） 東（木） 三年目
丁卯 北（水） 西（金） 四年目
戊辰 中（土） 南（火） 五年目
己巳 東（木） 北（水） 六年目
庚午 西（金） 東（木） 七年目
辛未 南（火） 西（金） 八年目
…… …… …… ……
甲辰 東（木） 南（火） 四一年目
乙巳 西（金） 北（水） 四二年目
丙午 南（火） 東（木） 四三年目
丁未 北（水） 西（金） 四四年目
戊申 中（土） 南（火） 四五年目
己酉 東（木） 北（水） 四六年目 （高祖）一五年
庚戌 西（金） 東（木） 四七年目 （高祖）一六年
辛亥 南（火） 西（金） 四八年目
…… …… …… ……
辛酉 南（火） 北（水） 五八年目
壬戌 北（水） 東（木） 五九年目
癸亥 中（土） 西（金） 六〇年目
表五　天文訓「二十歳刑徳」の構成要素
移動 一年
周期 二十年
基準とする天体 太陰
使用される理論 五行
支自相刑
三合
表六　帛書「刑徳」篇の構成要素
移動 一年
周期 二〇年
基準とする天体 太陰
使用される理論 陰陽
五行
211馬王堆帛書「刑徳」篇「刑徳大遊」についての一考察
注
（１）　『史滴』三四号に掲載予定
（２）　「支自相刑」は『五行大義』、「三合」は『協記弁方書』等に見える。なお、「支自相刑」については、後述
する。
（３）　傅挙有・陳松長編著『馬王堆漢墓文物』（湖南出版社、一九九二年）、陳松長編著『馬王堆帛書芸術』（上海
書店出版社、一九九六年）、陳松長「帛書《刑德》乙本釈文訂補」（『簡牘学研究』第二輯（甘粛人民出版社、
一九九八）、後に陳松長『簡帛研究文稿』（線装書局、二〇〇八年）に掲載）、丁原植主編・陳松長著『馬王堆
帛書《刑徳》研究論稿』（台湾古籍出版社、二〇〇一年）。
（４）　Marc Kalinowski「馬王堆帛書《刑徳》試探」（方鈴訳、『華学』（第一期）、一九九五年）、丁原植主編　陳
松長著『馬王堆帛書《刑徳》研究論稿』（台湾古籍、二〇〇一年）による復元を参照。
（５）　方詩銘・方小芬編著『中国史暦日和中西暦日対照表』（上海辞書出版社、一九八七年）
（６）　陳松長氏、カリノフスキー氏、胡文輝氏も前後の文から今皇帝を高祖としている。（Marc Kalinowski 前掲
論文、胡文輝『中国早期方術與文献叢考』（中山大学出版、二〇〇〇年）参照）
（７）　方詩銘・方小芬編著前掲書。
（８）　甘粛省文物考古研究所編『天水放馬灘秦簡』（中華書局、二〇〇九年）
（９）　陶磊氏も「鈎縄図」を説明する際に周家台秦簡「日書」を用いている（同氏『《淮南子・天文》研究 - 従数
術史』（斉魯書社、二〇〇三年）を参照）。なお、陶磊氏によると、「鈎縄図」の語を一番早く使用したのはカ
リノフスキー氏である（Marc Kalinowski 前掲論文を参照）。
（10）　胡文輝氏、カリノフスキー氏は馬王堆帛書「胎産書」に付属している「南方禹蔵図」（馬王堆漢墓帛書整理
小組編『馬王堆漢墓帛書（肆）』（文物出版社、一九八五年））等を用いて帛書「刑徳」篇復元図を解釈してい
るが、周家台秦簡「日書」には鉤縄図に十二辰を配当したものがあるので、周家台秦簡も用いた方が良いで
あろう（胡文輝前掲論文、Marc Kalinowski 前掲論文参照）。
（11）　湖北省荊州市周梁玉橋遺址博物館編『関沮秦漢墓簡牘』（中華書局、二〇〇一年）
（12）　丁原植主編・陳松長著前掲書。
（13）　Marc Kalinowski 前掲論文。
（14）　胡文輝前掲書。
（15）　丁原植主編・陳松長著前掲論文。
（16）　『五行大義』巻二論方位雑条「東方甲乙、寅卯辰……南方丙丁、巳午未……西方庚辛、申酉戌……北方壬癸、
亥子丑」。
（17）　Marc Kalinowski 前掲論文。
（18）　胡文輝前掲書。
（19）　陳松長編著前掲書。
（20）　末永高康「帛書『刑徳』小考」（『坂出祥伸先生退休記念論集　中国思想における身体・自然・信仰』所収、
東方書店、二〇〇四）。
（21）　①部分の最後の二字は丙子・丙午が続いていくが、これは帛書「刑徳」篇二・三行目に「 德之歳徙也、
必以日至之後七日之子午卯酉。德之徙也、子若午。 之徙也、卯若【酉】」とあり、末永氏もご指摘のように
徳の移動日を指すと思われる。
（22）　なお甲篇Fの刑・徳運行は表一、甲篇Gの刑・徳運行は表二のようになる。
（23）　銭塘『淮南子天文訓補注』では、「舍」を「刑徳所居」としている。
（24）　Marc Kalinowski 前掲論文。
（25）　胡文輝前掲書。
（26）　陶磊前掲書。
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（27）　陳松長「帛書『刑徳』略説」（『簡帛研究』第一輯、一九九三年、後に陳松長『簡帛研究文稿』（線装書局、
二〇〇八年）に掲載）。
（28）　藪内清『中国の天文暦法』（平凡社、一九六九年）、陳遵嬀『中国天文学史』（上海人民出版社、二〇〇六年）。
（29）　銀雀山漢墓竹簡整理小組編『銀雀山漢墓竹簡（貮）』（文物出版社、二〇一〇年）
（30）　武田時昌氏は銀雀山漢簡のこの記述等に基づき、徳＝陽は順行し、刑＝陰は逆行する発想があったとした
（同氏「刑德遊行の占術理論」（『日本中国学会報』第六三輯、二〇一一年））。なおこの論文については、大東
文化大学非常勤講師田中良明先生にご紹介頂き、埼玉大学名誉教授関口順先生に複写して頂いた。厚く御礼
を申し上げる次第である。
（31）　各書の成立年代について、銀雀山漢簡は漢代文・景から武帝期の間、帛書「刑徳」甲篇は高祖十一年（前
一九六年）、乙篇は前漢恵帝二年（前一九三年）前後、『淮南子』は前漢武帝期以降である（呉九龍『銀雀山
漢簡釈文』（文物出版社、一九八五年）、丁原植主編・著前掲書、陳松長「試論帛書《刑徳》甲、乙本的撰抄
年代」（『国際儒学研究』第一一輯、国際文化出版公司、二〇〇一年、後に陳松長『簡帛研究文稿』（線装書局、
二〇〇八年）に掲載）、楠山春樹『淮南子』上（明治書院、一九七八年）を参照）。
（32）　湖北省荊州市周梁玉橋遺址博物館編前掲書。
